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２月定例会号
　市議会だよりは原則として定例会
が終了した月の翌々月の第２土曜日
と１月１日に発行（新聞折り込み）
しています。
　次回の市川市議会は６月定例会が
開かれる予定です（定例会の開会予
定日は10面に掲載）。

２月定例会

市
長
の
施
政
方
針
に
各
会
派
が
質
疑

当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る

２
月
定
例
会
を
２
月
13
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
開
催
し
ま
し
た
。
初
日
に
大
久
保
博
市
長
が

施
政
方
針
演
説
を
行
い
、
続
い
て
施
政
方
針
及

び
当
初
予
算
案
と
そ
れ
に
関
連
す
る
条
例
案
に

対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
、
そ
の
他
の
議
案

に
対
す
る
質
疑
、
一
般
質
問
、
請
願
の
審
議
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。（
代
表
質
疑
は
２
～
５
面
、

一
般
質
問
は
６
～
９
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
10

面
に
掲
載
）

施
政
方
針

　

大
久
保
博
市
長
は
施
政
方
針
演
説
で
、
ま
ず
、

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
事
故
、

計
画
停
電
の
実
施
等
に
関
し
、
家
族
や
地
域
の

結
び
つ
き
や
互
助
の
精
神
の
大
切
さ
に
触
れ
た

後
、
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て
「
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
事
業
の
着

実
な
推
進
」
の
３
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。
続
い
て
、

新
年
度
の
重
点
施
策
で
は
、

安
全
対
策
と
し

て
、
震
災
及
び
放
射
能
対
策
、

安
心
で
快
適

な
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
待
機
児

童
対
策
、
学
校
給
食
、
幹
線

道
路
整
備
、
狭
あ
い
道
路

対
策
、
産
業
振
興
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
等
を
挙
げ
、
ま

た
、
主
要
施
策
と
し
て
、


「
真
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
ま

ち
」、

「
彩
り
豊
か
な
文

化
と
芸
術
を
育
む
ま
ち
」、


「
安
全
で
快
適
な
魅
力

あ
る
ま
ち
」、

「
人
と
自

然
が
共
生
す
る
ま
ち
」、


「
市
民
と
行
政
が
と
も
に
築

く
ま
ち
」
の
５
項
目
に
関
す

る
各
施
策
を
示
し
ま
し
た
。

建て替えの基本方針を策定することが決まった本庁舎　（左上囲み）バリアフリー化が求められている本庁舎内の狭い通路や段差

◆
当　

初　

予　

算

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
０
・
９
％
増
の
１
３
３
８
億
円
、
特
別

会
計
は
、
６
会
計
を
合
わ
せ
て
７
６
２
億
６
９
０
０
万
円
で
同
３
・
４
％
増
、
公

営
企
業
会
計
の
病
院
事
業
は
29
億
１
１
０
０
万
円
で
同
３
・
７
％
減
。
総
額
で
は

２
１
２
９
億
８
０
０
０
万
円
、
同
１
・
７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
、
条
例
案
な
ど
の
主
な
も
の

　

市
川
市
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の
策
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
調
査
審
議
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
す
る
「
市
川
市
庁
舎
整
備
基
本
構
想
策
定
委

員
会
条
例
」
の
制
定
、
一
般
職
員
の
持
ち
家
に
係
る
住
居
手
当
額
の
引
き
下
げ
、
及
び

給
与
構
造
改
革
実
施
に
伴
う
経
過
措
置
額
の
段
階
的
廃
止
に
関
す
る
「
市
川
市
一
般
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
及
び
同
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
の

他
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
７
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

◆
施
政
方
針
な
ど
へ
の
主
な
審
議
の
概
要

○
安
全
対
策

　

危
機
管
理
体
制
の
強
化
、
防
災
計
画
の
見
直
し
、
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の
策
定
、

　

放
射
線
量
低
減
対
策

○
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
施
策
、
学
校
給
食
費
の
第
３
子
以
降
無
料
化

○
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
シ
テ
ィ 

い
ち
か
わ
、
外
環
道
路
及
び
関
連
施
設
の
整
備

○
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
、
行
徳
臨
海
部
の
ま
ち
づ
く
り

○
総
合
計
画
の
基
本
目
標
に
基
づ
く
主
要
な
施
策

　

地
域
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、

　

学
習
支
援
・
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

◆
審　

議　

結　

果

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
44
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
同

意
し
、
諮
問
４
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
た
他
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
報
告
１

件
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
の
条
例
案
１
件
を
可
決
、
１
件
を
否
決
、
１

件
を
議
決
不
要
と
し
、
意
見
書
案
５
件
を
可
決
、
２
件
を
否
決
、
決
議
案
１
件
を
可
決

し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
請
願
１
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。
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市川市議会委員会条例の
一部改正案を可決　　　

　市議会は、危機管理課を総務部から市

長直属の危機管理室とする市川市行政組

織条例の改正を受け、総務委員会の所管

を変更する市川市議会委員会条例の一部

改正案を発議し、これを全会一致で可決

しました。

庁舎整備基本構想策定委員会
の委員に議員４名を推せん　

　市議会は、２月定例会で可決した市川

市庁舎整備基本構想策定委員会条例に基

づき、委員として次の４名の議員を市長

に推せんしました。（敬称略）

金子貞作　 竹内清海 　戸村節子

岩井清郎

議会改革検討協議会を設置
　市議会は、市議会の改革全般について

議論するため、議長の私的諮問機関とし

て議会改革検討協議会を設置しました。

委員は次の 14 名です。（敬称略）

　座　長　金子　正

　副座長　中山幸紀

　委　員
石原よしのり　 中村義雄　 石崎ひでゆき

桜井雅人　 宮本　均　 荒木詩郎

小泉文人　 稲葉健二　 湯浅止子

宮田かつみ　 竹内清海　 鈴木啓一

● 議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています ●


